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高齢化による担い手不足が深刻化する中、持続可能な里山地域を目指し、地域資源を再

発掘し、都市間交流事業の促進によりこの地域のファン（関係人口）を増やすことを目的

とした「こだま里山げんき隊」の令和７年度事業第１弾です。 

こだま千本桜も見ごろを迎えますので、あわせてお楽しみいただけると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 

○本件記事に関すること 経済環境部支所環境産業課   担当：原 

                       電話：０４９５（７２）１３３４ 

○広報全般に関すること 企画財政部 広報課 担当：飯塚 

                      電話：０４９５（２５）１１５５ 

“小さいけど重厚、レトロだけど新鮮”昭和５年から８年の歳月をかけて築造された

間瀬ダム。桜に彩られた国の登録有形文化財に指定されている堰堤、堰堤管理橋の魅力

を本庄市児玉町出身のダムマイスターがご案内いたします。 

ダム散策堪能後は、花桃のピンクと水仙の黄色が咲き誇る「花桃と水仙の丘」散策を

お楽しみいただきます。 

 

日  時：４月６日（日） 午前９時 45 分 

集合場所：本庄市観光農業センター（本庄市児玉町小平 653 番地） 

参 加 費：2,000 円（昼食代金含む） 

申 込 み：本庄市観光農業センター（0495-72-6742） 

「桜の間瀬堰堤と花桃と水仙の丘」 

～春のあたたかな陽ざし こだま里山散策～ 



桜の間瀬堰堤と花桃と水仙の丘
～東日本最古の農業用重力式コンクリートダム～

日時： 令和７年４月６日（日）集合：午前９：４５

昭和5年から8年の歳月をかけて築造された間瀬ダム。国の登録有形文化財に指定され
ている堰堤、堰堤管理橋の魅力、そして普段は見ることができないダム内の監査廊（希望
者のみ）を本庄市児玉町出身のダムマイスターがご案内いたします。
ダム散策堪能後は、花桃のピンクと水仙の黄色が見事に咲き誇る「花桃と水仙の丘」散策に
ご案内いたします。桜に包まれた重厚な間瀬堰堤と春の里山散策をお楽しみください。

●集合場所：観光農業センター 本庄市児玉町小平653

●行程：9：45観光農業センター → 9：55堰堤駐車場→

10：00堰堤散策→11：45昼食→花桃と水仙の丘

●参加費：２，０００円（昼食代金含む）※当日集金

●定 員：２０名（多数の場合抽選）

●申込み：３月１９日（水）までに、はがき（必着）また はメー
ルに、参加者全員の氏名・年齢・代表者の住所・連絡先を記
入して下記へ（電話受付不可）

※抽選結果は３月21日（金）に当選者のみに通知します。

〒367-0298本庄市児玉町八幡山368本庄市児玉総合支所
支所環境産業課宛 メール：kdm-sangyo@city.honjo.lg.jp

〈主催〉こだま里山げんき隊 〈協力〉本庄市経済環境部支所環境産業課

〈問合せ〉本庄市経済環境部支所環境産業課 0495-72-1334

※アクセス 関越自動車道本庄児玉ICより車で約20分
※間瀬堰堤から花桃と水仙の丘へは自家用車での移動となります。
※解散後、希望者は日本三大さざえ堂の一つ「成身院百体観音堂」にご案内します。

春のあたたかな陽ざし
～こだま里山散策～

写真提供：ダムマイスター半炒飯
（半澤大樹）

小さいけど重厚
レトロだけど新鮮

mailto:kdm-sangyo@city.honjo.lg.jp


こだま里山日和通信
こだまの里山から、ココロもカラダもげんきになる情報をお届けします。

里山の魅力発信！こだま里山げんき隊
本庄市の里山は知名度がありませんが、実は東日本最古の農業用重力
式コンクリートダムである間瀬堰堤や、三大さざえ堂の一つ成身院百体観
音堂をはじめ歴史と自然、そして里山に息づいてきた文化や手しごとに
ほっと一息、リフレッシュできる都心に近い里山です。
私たちこだま里山げんき隊は里山での交流活動をとおしてたくさんの方
に地域の魅力を発信していきますので、ぜひお出かけください。
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本庄市観光農業センター

本庄市児玉町小平653

成身院百体観音堂、農村ミュー

ジアムかねもと蔵、

間瀬湖、日本神社

等、小平の里山散

策の拠点。BBQ広

場の受付もここで。

本庄市げんきの郷本泉
本庄市児玉町元田375-4

〇遊楽荘 ○キャンプ場

○BBQ広場

○稲沢古民家

「木村邸」

〇100円市

ふれあいの里いずみ亭

本庄市児玉町河内209-1

地域で育てた「そば」はＳＮＳ

でも好評価をいただいてます。

ぜひご賞味ください。

そば打ち体験も

好評です！

お出かけください こだま里山の交流施設

■日本神社 児玉町小平１５７８

発行者：こだま里山げんき隊 事務局：本庄市経済環境部支所環境産業課 TEL：0495-72-1334

3月中旬から、花桃のピンクが咲き始め、
里山の春の訪れです。秩父へ向かう県道
44号線沿線のカタクリや花桃と水仙の丘、
山あいの桜などが里山を春色に覆います。
美味しい春野菜や山の幸も楽しみです。

こだま里山にはこんなスポットもあります

稲沢古民家「木村邸」 児玉町稲沢５７５

築200年の古民家「木村邸」は、かつてこの地域で盛んだっ
た養蚕農家を改修した民泊施設です。ハイキングコースやホ
タル観賞を楽しめる豊かな自然の中で、のんびりした時間を
お過ごし下さい。最大15人まで宿泊できます。

春

こだま里山げんき隊

農村ミュージアムかねもと蔵 児玉町小平711－１

明治45年（1912年）に当時の群馬県藤岡町から移築された蔵

で、世界文化遺産に登録された「富岡製糸場と絹産業遺産

群」の構成遺産「高山社」の116分教場の一つ。この地域の

養蚕業の隆盛を伝えています。

全国で唯一「日本」の名の付く神社。７９１年に坂上田村

麻呂が蝦夷平定の途中に立ち寄り戦勝祈願をして無事

に平定し、その後、創建したのが始まりとされています。

毎年４月３日は春祭りが催され、市指定無形民俗文化財

の小平獅子舞と西小平万作踊りが奉納されます。

〇小平獅子舞は、元禄１２年（１６９９）に皆野町より成身

院覚桑上人が譲り受け、持ち帰ったことが始まりとされ

ています。春と秋の祭典行事として、春は日本神社、秋

は石神神社に奉納されます。

〇西小平万作踊りは、伊勢音頭の手踊りを基本とする

もので明治２１年頃に美里町から伝えられ、明治末期

から大正にかけてが最盛期で、鑑札をとって各地で

上演されていました。

日本神社の青だるま
社名や由来にちなんで サッカー

日本代表やさまざ まな団体に必勝
ダルマ が贈られています。

４月３日 春祭り
ぜひお出かけください！
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